
台
湾
の
地
方
自
治
制
度

　
　
　
　
　
歴
史
と
現
況
ー

佐

藤

俊

一

　
は
じ
め
に

一
、
蒋
父
子
政
権
期
の
地
方
（
自
治
）
制
度

二
、
李
登
輝
政
権
期
の
地
方
（
自
治
）
制
度
改
革

三
、
陳
水
扁
政
権
期
の
地
方
自
治
改
革
課
題

　
む
す
び
に

は
じ
め
に

東洋法学
　
各
国
の
地
方
（
自
治
）
制
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
歴
史
的
・
文
化
的
な
背
景
を
背
負
っ
て
い
る
の
で
外
部
か
ら
み
る
と
分
か
り

に
く
い
点
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
台
湾
の
よ
う
に
独
得
の
分
裂
国
家
と
い
う
歴
史
的
事
情
を
有
す
る
場
合
に
は
、
そ
う
し
た
点

は
な
お
一
層
と
い
え
る
。
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と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
、
二
〇
〇
三
年
二
月
、
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
海
外
調
査
計
画
に
係
る
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
台
湾
調
査
を

行
い
、
主
と
し
て
地
方
自
治
制
度
や
地
方
自
治
の
実
情
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
資
料
収
集
な
ど
を
行
っ
た
。
収
集
し
た
原
語
文
献
・

資
料
の
翻
訳
な
ど
か
ら
や
や
遅
れ
た
が
、
本
稿
は
そ
の
調
査
に
基
づ
く
報
告
的
な
研
究
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ひ
と
ま
ず
歴
史

的
観
点
か
ら
、
本
稿
の
主
眼
を
次
の
三
点
に
置
く
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ま
さ
に
独
得
の
分
裂
国
家
に
な

っ
た
こ
と
に
帰
因
す
る
と
い
っ
て
よ
い
政
治
・
行
政
制
度
と
そ
の
一
環
で
あ
る
地
方
（
自
治
）
制
度
の
複
雑
性
を
分
明
化
す
る
こ
と

で
あ
る
。
次
い
で
、
そ
の
複
雑
性
を
現
実
に
即
し
て
簡
明
化
す
る
た
め
に
李
登
輝
・
国
民
党
政
権
が
ど
の
よ
う
な
改
革
を
行
っ
た
か
、

続
い
て
そ
の
延
長
上
で
台
湾
の
地
方
自
治
が
ど
の
よ
う
な
課
題
を
か
か
え
、
陳
水
扁
・
民
進
党
政
権
が
ど
の
よ
う
な
改
革
を
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
台
湾
の
地
方
自
治
（
制
度
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
三
段
階
の
発
展
を
辿
っ
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
。

第
一
は
、
台
湾
省
政
府
の
「
台
湾
省
各
県
市
地
方
自
治
実
施
要
綱
」
に
よ
る
地
方
自
治
と
い
う
法
制
化
の
前
段
階
（
一
九
五
〇
～
九

四
年
）
、
第
二
は
、
省
・
県
と
直
轄
市
の
自
治
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
全
面
的
な
地
方
自
治
化
の
段
階
（
一
九
九
四
～
九
九
年
）
、

第
三
は
、
省
の
自
治
体
化
が
凍
結
さ
れ
、
地
方
制
度
法
が
制
定
さ
れ
た
段
階
（
一
九
九
九
年
以
降
）
で
あ
る
。
こ
う
し
た
法
的
制
度

に
よ
る
時
期
区
分
は
、
重
要
な
区
分
根
拠
と
な
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
前
述
の
主
旨
に
そ
う
た
め
と
同
時
に
、
右
の
法
的
制
度

に
よ
る
時
期
区
分
と
ほ
ぽ
重
層
す
る
の
で
、
政
権
変
動
軸
を
も
っ
て
三
段
階
の
時
期
区
分
を
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
一

九
八
七
年
に
は
約
四
〇
年
に
わ
た
る
戒
厳
令
が
解
除
さ
れ
、
翌
八
八
年
一
月
に
蒋
経
国
総
統
が
死
去
し
、
一
九
九
〇
年
に
は
李
登
輝

が
正
式
に
総
統
を
継
承
し
て
地
方
（
自
治
）
制
も
含
め
た
憲
政
改
革
を
大
胆
に
進
め
た
の
で
、
ま
ず
は
李
・
国
民
党
政
権
の
成
立
以
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前
期
1
そ
れ
を
蒋
父
子
政
権
期
と
す
る
ー
と
成
立
以
後
期
に
二
区
分
す
る
。

た
民
進
党
の
陳
水
扁
政
権
が
誕
生
し
た
以
降
か
ら
現
在
ま
で
を
三
期
と
す
る
。

そ
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
の
総
統
選
挙
で
野
党
だ
っ

一
、
蒋
父
子
政
権
期
の
地
方
（
自
治
）
制
度

東洋法学
　
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
台
湾
に
も
、
い
う
ま
で
も
な
く
地
方
制
度
は
存
在
し
た
。
そ
の
制
度
史
は
、
ま
ず
清
統
治
時
代
と
日
本
統

治
時
代
に
二
区
分
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
後
者
の
日
本
統
治
時
代
は
、
総
督
府
の
も
と
に
お
け
る
大
県
庁
制
期
（
一
八
九
五
～
一
九
〇

一
年
）
と
多
庁
制
期
（
一
九
〇
一
～
一
九
二
〇
年
）
、
さ
ら
に
州
庁
・
地
方
公
共
団
体
制
期
（
一
九
二
〇
～
一
九
四
五
年
）
に
三
区
分

さ
れ
て
い
る
。
最
後
の
三
期
に
お
け
る
地
方
制
度
ー
特
に
一
九
三
五
年
と
三
七
年
の
改
革
後
1
は
、
総
督
府
の
も
と
に
州
と
庁

（
地
方
行
政
官
庁
の
地
方
公
共
団
体
化
が
図
ら
れ
る
）
が
置
か
れ
、
州
の
も
と
に
は
市
と
地
方
行
政
官
庁
の
郡
が
、
郡
の
も
と
に
は
街
・

庄
が
置
か
れ
る
一
方
、
庁
の
も
と
に
も
街
・
庄
が
置
か
れ
た
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
団
体
の
首
長
は
官
選
官
吏
で
あ
り
、
会
議
体
と

し
て
の
協
議
会
も
単
な
る
諮
詞
機
関
や
半
民
選
の
決
議
機
関
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
全
く
の
不
完
全
自
治
体
で
あ
っ
た
。
が
と
も

か
く
、
一
九
四
五
年
の
光
復
（
祖
国
復
帰
）
時
ま
で
、
台
湾
に
は
五
州
（
台
北
・
新
竹
・
台
中
・
台
南
・
高
雄
）
三
庁
（
台
東
・
花

蓮
港
・
膨
湖
）
の
他
、
五
一
郡
・
二
支
庁
・
七
六
街
・
一
九
七
庄
が
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
一
九
四
五
年
一
〇
月
、
中
央
政
府
た
る
国
民
党
政
府
（
以
下
、
単
に
国
府
）
の
台
湾
省
行
政
長
官
公
署
が
発
足
し
、
植
民

地
行
政
機
構
の
接
収
を
開
始
し
、
一
二
月
ま
で
五
州
三
庁
制
を
八
県
（
そ
の
も
と
に
二
県
轄
市
）
と
九
省
轄
市
に
切
り
替
え
た
。
そ

し
て
、
市
の
も
と
に
区
を
置
く
一
方
、
旧
来
の
街
・
庄
を
郷
・
鎮
に
か
え
て
県
の
も
と
に
置
く
こ
と
に
し
た
。
た
だ
、
農
村
地
域
の
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郷
は
県
の
み
な
ら
ず
、
旧
郡
役
所
に
あ
た
る
区
署
に
も
指
揮
監
督
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
行
政
区
域
が
さ
ら
に
大
き
く
再
編

さ
れ
る
の
は
、
一
九
五
〇
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
各
級
の
民
意
代
表
選
挙
が
実
施
さ
れ
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
一
九
四
六
年
に
入
る
と
選
挙
人
登
録
と
公
職
の
被
選
挙
人
資
格
審
査
が
行
わ
れ
、
ま
ず
二
～
三
月
に
、
区
・
郷
・
鎮

民
代
表
の
直
接
選
挙
と
県
轄
市
市
民
代
表
の
直
接
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
次
い
で
三
～
四
月
に
は
、
県
と
省
轄
市
の
参
議
会
議
員
が

区
・
郷
・
鎮
民
代
表
や
県
轄
市
市
民
代
表
、
職
業
団
体
（
主
と
し
て
農
会
）
の
間
接
選
挙
で
、
ま
た
省
参
議
会
議
員
が
県
・
市
会
議

員
の
間
接
選
挙
で
実
施
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
大
部
分
が
大
陸
で
選
出
さ
れ
た
三
大
民
意
代
表
機
構
の
国
民
大
会
（
代
表
）
、
立
法
院
（
委

員
）
、
監
察
院
（
委
員
）
の
メ
ン
バ
ー
（
国
会
議
員
）
を
台
湾
で
の
代
表
に
固
定
化
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
四
九
年
、
国
府
が
大
陸

で
中
国
共
産
党
に
敗
北
し
、
台
北
市
へ
遷
都
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
内
乱
を
平
定
す
る
意
味
で
の
「
動
員
餓
乱
臨
時
条
款
」
を
制
定

し
た
。
そ
の
た
め
、
中
華
民
国
憲
法
に
規
定
さ
れ
た
地
方
自
治
が
実
施
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
蒋
介
石
に
よ
り
台
湾
省
主
席

に
任
命
さ
れ
た
陳
誠
は
、
一
九
五
〇
年
に
入
る
と
地
方
自
治
を
実
施
す
る
た
め
に
前
述
し
た
省
政
府
の
「
台
湾
省
各
県
市
地
方
自
治

実
施
要
綱
」
を
公
布
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
県
・
市
長
と
県
・
市
議
会
議
員
を
と
も
に
住
民
の
直
接
公
選
に
よ
る
こ
と
に
し
た
。
だ

か
ら
、
台
湾
の
地
方
自
治
体
は
、
二
元
代
表
制
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
中
央
（
国
府
と
省
政
府
）
は
と
も
か
く
、
地
方
レ
ベ
ル
に
お
い
て
こ
の
後
も
継
続
す
る
民
意
代
表
の
直
接
選
挙
は
、
台

湾
の
各
種
社
会
エ
リ
ー
ト
（
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
土
着
・
本
省
人
）
を
正
式
に
「
地
方
派
系
」
と
称
さ
れ
る
地
方
政
治
エ
リ
ー
ト
ヘ
編

成
し
、
中
央
の
「
党
国
エ
リ
ー
ト
」
と
さ
れ
る
統
治
エ
リ
ー
ト
（
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
大
陸
か
ら
来
台
し
た
外
省
人
）
と
の
二
重
構
造
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を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
と
と
も
に
、
こ
の
地
方
選
挙
は
ま
た
両
者
の
分
断
を
媒
介
・
架
橋
す
る

統
治
エ
リ
ー
ト
は
地
方
エ
リ
ー
ト
に
集
票
・
当
選
を
依
存
し
、
地
方
エ
リ
ー
ト
は
統
治
エ
リ
ー
ト
ヘ
上
昇
す
る
機
会
や
種
々
の
特
権

を
う
る
ー
と
い
う
相
互
依
存
関
係
を
形
成
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
と
も
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
時
間
を
少
し
さ
し
も
ど
そ
う
。
一
九
四
七
年
の
「
二
・
二
八
事
件
」
（
国
府
・
台
湾
省
権
力
に
よ
る
土
着
民
衆
の
弾
圧
事
件
）
後
、

一
二
月
に
中
華
民
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
た
。
翌
年
、
国
府
が
首
都
・
台
北
市
へ
遷
都
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
憲
法
に
よ
り
国
府
が
中

国
大
陸
全
土
を
も
統
治
す
る
ー
ー
実
効
的
な
統
治
権
は
台
湾
省
と
金
門
・
連
江
県
と
い
う
福
建
省
の
一
部
に
し
か
及
ば
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
…
合
法
的
な
政
府
で
あ
る
こ
と
が
正
統
化
さ
れ
る
。
こ
れ
が
「
法
統
」
体
制
と
よ
ば
れ
る
も
の
だ
。
こ
こ
に
、
台
湾
の

政
治
・
行
政
制
度
と
そ
の
一
環
た
る
地
方
（
自
治
）
制
度
の
複
雑
性
が
、
と
い
う
よ
り
奇
形
性
と
い
え
る
事
態
が
生
ず
る
。
す
な
わ

ち
、
中
央
政
府
た
る
国
府
の
一
地
方
政
府
に
す
ぎ
な
い
台
湾
省
政
府
の
行
政
区
画
が
、
し
た
が
っ
て
統
治
権
の
実
効
領
域
が
国
府
の

そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
異
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
ぼ
同
一
の
領
域
を
行
政
区
画
と
す
る
中
央
・
地
方
政
府
が
存
在
す
る
こ
と
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
台
湾
の
経
済
的
成
長
と
政
治
的
自
由
化
の
進
展
と
と
も
に
、
こ
の
「
虚
構
」
を
実
態
に
即
せ
し
め
よ
う
と
す

る
考
え
方
と
運
動
を
も
た
ら
し
、
そ
う
し
た
潮
流
の
最
先
端
が
台
湾
独
立
論
と
な
り
、
そ
れ
が
中
国
と
の
緊
張
感
を
拡
大
・
深
化
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
い
わ
ば
必
然
的
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
国
府
総
統
の
蒋
介
石
は
大
陸
で
中
国
共
産
党
に
敗
北
し
、
台
湾
で
捲
土
重
来
を
期
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
一

時
下
野
し
た
。
し
か
し
、
一
九
五
〇
年
に
再
び
総
統
に
復
帰
し
、
陳
誠
・
台
湾
省
主
席
を
行
政
院
院
長
に
任
命
し
た
。
そ
し
て
、
行

政
院
は
、
前
述
し
た
台
湾
省
の
「
地
方
自
治
実
施
要
綱
」
と
あ
わ
せ
「
台
湾
省
各
県
市
行
政
区
域
調
整
方
案
」
を
通
過
せ
し
め
た
。
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後
者
に
よ
る
行
政
区
域
の
改
編
で
は
、
統
治
効
率
と
地
方
経
費
が
相
反
す
る
大
・
小
県
制
の
い
ず
れ
を
も
廃
し
、
両
点
が
調
和
的
な

中
県
制
を
と
る
こ
と
に
し
て
地
方
（
自
治
）
制
度
の
再
編
を
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ま
で
の
八
県
（
二
県
轄
市
を
含
む
）
九
省

轄
市
制
を
基
本
的
に
一
六
県
（
六
県
轄
市
を
含
む
）
五
省
轄
市
制
へ
切
り
替
え
た
。
そ
し
て
、
旧
郡
役
所
で
あ
っ
た
区
署
を
廃
止
し
、

県
の
も
と
の
郷
・
鎮
を
改
め
て
郷
・
鎮
・
市
に
再
編
し
た
。
こ
う
し
て
台
湾
の
地
方
（
自
治
）
制
度
は
、
中
央
政
府
た
る
国
府
・
行

政
院
の
も
と
省
（
及
び
省
轄
市
）
1
県
（
及
び
県
轄
市
）
1
郷
・
鎮
・
市
と
い
う
三
層
制
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
地
方
（
自
治
）
制
度
の
再
編
に
続
き
、
一
九
五
一
年
に
か
け
て
先
の
「
地
方
自
治
実
施
要
綱
」
に
よ
る
第
一
期
の
地

方
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
と
は
い
っ
て
も
、
住
民
の
直
接
公
選
に
よ
る
の
は
、
県
・
市
長
と
県
・
市
会
議
員
及
び
郷
・
鎮
長
と
郷
・

鎮
民
代
表
会
代
表
で
あ
る
。
省
の
主
席
は
行
政
院
院
長
の
任
命
制
で
あ
り
、
一
九
五
一
年
の
臨
時
省
議
会
議
員
は
県
・
市
会
議
員
の

間
接
選
挙
で
、
一
九
五
四
年
以
降
に
直
接
選
挙
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
地
方
自
治
体
の
首
長
に
は
基
本
的
に
職
員
採
用
な
ど
の
人
事

権
が
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
地
方
自
治
体
の
財
政
規
模
も
小
さ
く
、
し
か
も
そ
の
財
源
を
ほ
と
ん
ど
中
央
（
国
府
・
省
政
府
）
に
依

存
し
て
い
た
。
だ
か
ら
、
実
質
的
に
は
地
方
自
治
は
き
わ
め
て
脆
弱
で
あ
っ
た
。
議
員
の
み
な
ら
ず
、
首
長
の
直
接
公
選
も
加
わ
る

こ
と
に
な
っ
た
地
方
選
挙
は
、
以
後
も
定
期
継
続
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
前
述
し
た
よ
う
な
地
方
エ
リ
ー
ト
と
統
治
エ
リ

ー
ト
と
の
政
治
的
二
重
構
造
化
と
相
互
依
存
関
係
の
形
成
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
さ
て
、
一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
、
為
替
レ
ー
ト
の
単
一
化
や
税
・
金
融
面
で
の
輸
出
奨
励
特
例
措
置
、
外
資
の
積
極
的
導
入
な

ど
が
効
果
を
発
揮
し
、
外
需
主
導
型
の
高
度
経
済
成
長
に
突
入
し
た
。
し
か
も
、
こ
の
経
済
成
長
は
、
も
ち
ろ
ん
一
九
七
三
年
の
石

油
危
機
の
衝
撃
を
受
け
て
一
時
的
に
下
降
し
た
が
マ
イ
ナ
ス
化
す
る
こ
と
な
く
回
復
し
、
一
九
八
○
年
代
中
期
ま
で
の
約
二
〇
年
間
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　　　　　中
　　　　　央

直
轄
市
ー
区
－
里

も
継
続
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
期
間
、
台
湾
の
地
方
自
治
に
は
大
き
く
二
つ
の
変
化
が

生
じ
た
。

　
第
一
は
、
地
方
（
自
治
）
制
度
の
改
変
で
あ
る
。
一
九
六
五
年
、
台
湾
省
主
席
か
ら

行
政
院
院
長
を
歴
任
し
、
蒋
介
石
に
継
ぐ
ナ
ン
バ
ー
・
ツ
ー
と
み
ら
れ
て
い
た
陳
誠
が

死
去
し
た
。
そ
れ
に
代
り
、
蒋
介
石
の
息
子
で
あ
る
蒋
経
国
が
政
治
の
表
舞
台
に
登
場

し
、
権
力
の
継
承
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
中
の
一
九
六
七
年
、
省

轄
市
で
あ
っ
た
台
北
市
が
省
と
同
格
の
行
政
院
直
轄
市
（
院
轄
市
）
へ
と
〈
昇
格
〉
が

図
ら
れ
た
。
ま
た
、
一
九
七
五
年
に
蒋
介
石
が
死
去
す
る
と
、
既
に
行
政
院
院
長
に
就

任
し
て
い
た
蒋
経
国
が
国
民
党
主
席
と
な
り
、
次
い
で
一
九
七
八
年
に
は
国
民
大
会
に

よ
り
第
六
期
総
統
に
選
出
さ
れ
た
。
こ
の
翌
年
の
一
九
七
九
年
に
高
雄
市
も
行
政
院
直

轄
市
へ
と
〈
昇
格
〉
が
図
ら
れ
た
。

　
こ
う
し
て
台
湾
の
地
方
（
自
治
）
制
度
は
、
図
⊥
の
ご
と
き
シ
ス
テ
ム
を
と
る
に

至
っ
た
の
で
あ
る
（
区
・
里
お
よ
び
村
・
里
　
　
戸
数
単
位
　
　
は
法
人
格
を
も
つ
地

方
自
治
体
で
は
な
く
、
行
政
区
画
で
あ
る
）
。
一
般
に
都
市
は
、
農
村
よ
り
も
政
権
に
対

す
る
批
判
・
反
抗
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
醸
成
す
る
。
と
す
れ
ば
、
特
に
人
口
百
万
以
上
で
両

者
あ
わ
せ
る
と
総
人
口
の
約
二
〇
％
を
占
め
る
台
北
・
高
雄
両
市
は
、
そ
う
し
た
潮
流
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の
機
関
車
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
う
し
た
政
治
的
配
慮
も
両
市
の
直
轄
市
化
を
図
る
要
因
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
い

ず
れ
に
し
ろ
中
央
直
轄
－
両
市
長
は
行
政
院
院
長
に
よ
り
任
命
さ
れ
る
ー
と
い
う
集
権
化
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

わ
け
で
あ
る
か
ら
、
自
治
の
後
退
と
い
え
る
わ
け
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
地
方
選
挙
を
通
じ
て
民
主
化
を
求
め
る
反
国
民
党
勢
力
（
「
党
外
人
士
」
と
い
わ
れ
る
）
が
構
築
さ
れ
始
め
た
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
を
確
固
た
る
も
の
に
し
た
の
が
、
一
九
七
七
年
の
地
方
選
挙
で
あ
っ
た
。
こ
の
選
挙
で
、
二
〇
名
の
県
・
市
長
の
う
ち
各

二
名
の
県
・
市
長
、
第
六
期
省
議
会
議
員
（
一
九
六
〇
年
の
第
二
期
以
降
、
任
期
四
年
）
七
七
名
の
う
ち
二
一
名
、
そ
れ
と
同
格
の

台
北
市
議
会
議
員
五
一
名
の
う
ち
八
名
の
「
党
外
人
士
」
が
当
選
し
た
。
こ
れ
は
、
翌
七
八
年
の
中
央
民
意
代
表
（
特
に
立
法
院
委

員
と
国
民
大
会
代
表
）
選
挙
に
お
け
る
「
党
外
人
士
」
の
進
出
に
弾
み
を
つ
け
た
。
と
こ
ろ
が
、
米
中
接
近
は
、
一
九
七
九
年
一
月

一
日
、
つ
い
に
ア
メ
リ
カ
と
中
国
と
の
国
交
回
復
、
台
湾
と
の
断
交
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
強
い
危
機
感
を
抱
い
た
党
国
エ
リ
ー
ト
は
、

党
外
勢
力
を
力
づ
く
で
全
面
弾
圧
す
る
美
麗
島
事
件
を
ひ
き
起
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
海
外
、
特
に
ア
メ
リ
カ
の
批

判
を
ま
ね
く
一
方
、
む
し
ろ
党
外
勢
力
の
結
集
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
九
八
一
年
の
立
法
院
委
員
と
国
民
大
会
代
表
の
選

挙
、
お
よ
び
翌
八
二
年
の
地
方
選
挙
（
県
・
市
長
、
省
議
会
、
台
北
・
高
雄
市
議
会
）
で
も
「
党
外
人
士
」
勢
力
の
後
退
は
も
た
ら

さ
れ
な
か
っ
た
。

　
こ
こ
に
至
り
、
党
国
体
制
の
維
持
を
図
る
た
め
に
は
、
党
外
勢
力
と
の
宥
和
を
図
る
他
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
蒋
経
国
は
健
康
を

悪
化
さ
せ
、
権
力
の
継
承
間
題
を
抱
え
て
い
た
。
蒋
経
国
は
、
政
治
の
表
舞
台
に
登
場
し
、
一
九
七
二
年
に
行
政
院
院
長
に
就
任
す

る
頃
か
ら
人
事
宥
和
政
策
　
　
台
湾
人
の
閣
僚
数
を
増
や
し
た
り
、
台
湾
省
主
席
を
台
湾
人
の
常
任
ポ
ス
ト
に
す
る
な
ど
ー
を
と
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っ
て
き
て
い
た
が
、
一
九
八
四
年
に
は
党
国
エ
リ
ー
ト
の
武
断
派
を
抑
え
る
一
方
、
台
北
市
長
と
台
湾
省
主
席
を
歴
任
し
た
台
湾
人

の
李
登
輝
を
副
総
統
候
補
に
指
名
し
た
。
そ
し
て
、
彼
は
権
力
の
蒋
家
世
襲
は
な
い
と
宣
し
つ
つ
、
一
九
八
六
年
に
は
党
外
勢
力
に

よ
る
民
主
進
歩
党
（
以
下
、
民
進
党
）
の
結
成
を
容
認
し
た
。
次
い
で
翌
八
七
年
に
は
い
わ
ゆ
る
労
働
党
に
あ
た
る
工
党
の
結
成
も

容
認
す
る
と
と
も
に
、
四
〇
年
弱
に
わ
た
る
長
期
戒
厳
令
を
解
除
し
、
八
八
年
の
初
頭
に
死
去
し
た
。

二
、
李
登
輝
政
権
期
の
地
方
（
自
治
）
制
度
改
革

東洋法学
　
副
総
統
の
李
登
輝
は
、
蒋
経
国
の
死
去
に
よ
り
さ
し
あ
た
り
総
統
職
を
継
承
し
た
が
、
そ
の
後
一
九
九
〇
年
に
か
け
正
式
に
国
民

党
主
席
と
国
府
総
統
に
選
出
さ
れ
た
。
こ
の
過
程
で
、
党
国
支
配
体
制
は
決
定
的
に
瓦
解
し
始
め
た
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、

一
九
八
九
年
一
二
月
に
お
け
る
一
二
年
に
一
度
の
同
時
選
挙
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
立
法
院
委
員
、
台
湾
省
の
各
県
・
市
長
と
省

議
会
議
員
、
台
北
・
高
雄
両
直
轄
市
議
会
議
員
の
同
時
選
挙
が
初
め
て
複
数
政
党
制
下
で
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
選

挙
で
も
、
民
進
党
を
基
軸
に
し
た
非
国
民
党
勢
力
が
躍
進
し
た
。
特
に
立
法
院
で
は
、
選
挙
定
員
一
〇
一
名
の
う
ち
非
国
民
党
が
二

一
議
席
を
獲
得
し
て
法
案
提
出
資
格
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
国
民
大
会
・
立
法
院
・
監
察
院
か
ら
な
る
中

央
民
意
代
表
機
構
の
「
万
年
国
会
」
体
制
が
厳
し
く
糾
弾
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
「
万
年
国
会
」
体
制
は
、
台
湾
政
治
制
度
の
複
雑
性
、
と
い
う
よ
り
も
奇
形
性
の
象
徴
と
い
え
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
中

華
民
国
憲
法
の
も
と
で
国
府
は
中
国
大
陸
全
土
を
も
統
治
す
る
合
法
的
な
政
府
と
な
る
。
だ
が
、
既
に
一
九
四
七
年
に
大
陸
で
選
出

さ
れ
た
三
大
民
意
代
表
機
構
の
メ
ン
バ
ー
“
国
会
議
員
ー
実
際
に
は
台
湾
へ
移
動
し
て
き
た
メ
ン
バ
ー
と
な
る
ー
は
、
今
後
、
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改
選
が
実
質
的
に
不
可
能
な
の
で
非
改
選
”
終
身
議
員
と
さ
れ
た
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
国
会
議
員
の
加
齢
化
か
ら
死
に
よ
っ
て
三

大
民
意
代
表
機
構
“
国
会
そ
の
も
の
の
存
立
が
崩
壊
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
「
万
年
国
会
」
の
代
表
性
の
矛
盾
を
打
開
す
る
た

め
、
一
九
六
九
年
に
台
湾
地
域
で
の
欠
員
と
人
口
増
に
よ
る
定
員
不
足
を
補
う
選
挙
を
行
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
は
弥
縫
策
に
す
ぎ
な

い
。
と
い
う
の
も
、
欠
員
補
充
選
挙
な
の
で
、
補
充
議
員
は
や
は
り
終
身
の
非
改
選
議
員
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
矛
盾
の
根
本
的
解

決
に
は
全
面
改
選
し
か
な
い
が
、
そ
れ
へ
の
転
換
は
「
法
統
」
体
制
の
「
虚
構
」
性
を
臼
日
化
し
、
自
己
否
定
す
る
し
か
他
は
な
い
。

だ
が
、
そ
れ
を
即
座
に
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
一
九
七
二
年
に
行
政
院
院
長
へ
就
任
し
た
蒋
経
国
は
、
部
分
的
な
定
期
改
選

制
（
増
加
定
員
選
挙
制
）
を
導
入
し
、
こ
の
方
式
を
継
続
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
改
革
も
依
然
と
し
て
弥
縫
的
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
と
い
う
の
も
、
総
定
員
数
に
対
し
て
増
加
定
員
は

漸
増
は
す
れ
ど
、
圧
倒
的
多
数
は
依
然
と
し
て
終
身
の
非
改
選
議
員
が
占
め
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
国
民
党
は
非
改
選
1
1
万

年
議
員
の
退
職
化
を
図
ろ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
万
年
議
員
連
は
蒋
経
国
の
後
継

を
め
ぐ
る
争
い
で
改
革
派
の
李
登
輝
派
に
対
し
て
反
主
流
派
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
非
国
民
党
勢
力
の
み
な
ら
ず
広
汎
な
大
衆

の
反
発
を
ま
ね
い
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
九
〇
年
の
国
民
大
会
代
表
に
よ
る
総
統
選
の
直
前
、
台
湾
大
学
の
学
生
達
が
大
衆
の
意
見

を
代
表
す
る
よ
う
な
形
で
国
民
党
本
部
に
押
し
か
け
、
三
項
目
要
求
（
国
民
大
会
の
解
散
、
動
員
識
乱
時
期
の
解
除
、
国
是
会
議
の

開
催
）
を
つ
き
つ
け
た
。

　
学
生
達
の
要
求
に
耳
を
傾
け
た
李
登
輝
は
、
正
式
に
総
統
へ
就
任
す
る
と
、
早
速
、
超
党
派
の
国
是
会
議
を
設
け
た
。
同
会
議
は
、

ω
国
会
改
革
－
万
年
議
員
の
早
期
退
職
、
ω
地
方
自
治
－
台
湾
省
主
席
と
台
北
・
高
雄
両
直
轄
市
長
の
直
選
公
選
化
、
⑥
中
央
政
治
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体
制
－
総
統
の
直
接
公
選
化
、
㈲
憲
法
1
「
動
員
識
乱
時
期
臨
時
条
款
」
の
廃
止
と
憲
法
改
正
、
㈲
大
陸
政
策
－
二
千
万
住
民
の
安

全
と
権
益
を
最
優
先
し
、
海
峡
両
岸
の
仲
介
機
関
を
設
立
す
る
、
の
五
点
を
決
議
し
た
。
こ
の
審
議
結
果
は
、
法
的
拘
束
力
を
持
つ

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
李
登
輝
政
権
は
、
こ
の
結
果
を
受
け
る
形
で
一
九
九
一
年
四
月
、
憲
法
に
係
る
「
動
員
餓
乱
時
期

臨
時
条
款
」
廃
止
の
た
め
臨
時
国
民
大
会
を
開
催
さ
せ
、
万
年
議
員
の
任
期
終
了
も
宣
言
さ
せ
た
。
か
く
し
て
、
「
臨
時
条
款
」
は
廃

止
さ
れ
、
内
乱
状
態
の
法
的
終
結
”
台
湾
の
非
常
時
体
制
が
解
除
さ
れ
る
と
と
も
に
、
一
九
九
一
年
末
を
も
っ
て
万
年
議
員
が
全
員

退
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
以
後
は
、
万
年
議
員
が
居
す
わ
っ
て
き
た
第
一
期
選
に
対
し
て
全
面
改
選
の
第
二
期
以

降
選
と
な
る
。

　
そ
の
新
（
第
二
期
）
国
民
大
会
代
表
選
と
立
法
院
委
員
選
は
、
一
九
九
一
年
か
ら
九
二
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
。
前
者
の
選
挙

で
は
、
民
進
党
が
台
湾
独
立
を
強
烈
に
主
張
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
初
め
て
後
退
し
、
後
者
の
選
挙
で
は
独
立
論
を
後
背
化
し
た
民
進

党
が
勢
力
を
回
復
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
九
三
年
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
、
国
民
党
が
初
め
て
得
票
率
五
〇
％
を
割
り
、
民
進
党
が

躍
進
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
中
央
民
意
機
構
代
表
の
全
面
改
選
に
よ
り
、
国
是
会
議
の
結
果
で
あ
る
台
湾
省
主
席
と
台
北
・
高
雄

両
直
轄
市
長
の
直
選
公
選
化
や
総
統
の
直
接
公
選
化
は
既
定
の
方
針
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
具
現
化
さ
れ
た
の
は
一
九
九
四
年

七
月
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
省
県
自
治
法
・
直
轄
市
自
治
法
の
制
定
と
総
統
を
直
接
公
選
す
る
憲
法
改
正
案
の
成
立
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
台
北
・
高
雄
の
両
直
轄
市
に
あ
わ
せ
、
台
湾
省
も
中
央
政
府
た
る
国
府
の
実
効
的
な
統
治
権
内
で
の
地
方
政
府
（
地
方

自
治
体
）
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
れ
ら
は
、
李
登
輝
政
権
が
民
主
化
と
分
権
化
の
改
革
を
仕
上
げ
る
た
め
に
決
着
を
つ

け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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そ
れ
ら
を
受
け
て
、
早
速
、
一
九
九
四
年
一
二
月
、
台
湾
省
長
と
台
北
・
高
雄
両
市
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
省
長
選
で
は
、
国

民
党
の
宋
楚
楡
（
現
職
の
台
湾
省
主
席
）
が
民
進
党
の
陳
定
南
（
立
法
院
委
員
）
ら
を
破
り
、
初
代
の
民
選
省
長
に
就
任
し
た
。
台

北
・
高
雄
両
直
轄
市
長
選
で
は
、
国
民
党
と
民
進
党
が
一
勝
一
敗
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
台
北
市
長
選
で
は
民
進
党
の
陳
水
扁
（
立

法
院
委
員
）
が
国
民
党
の
現
職
市
長
を
破
っ
た
の
に
対
し
、
高
雄
市
長
選
で
は
国
民
党
の
現
職
市
長
・
呉
敦
義
が
民
進
党
候
補
の
挑

戦
を
退
け
た
。
次
の
焦
点
は
、
正
副
の
総
統
選
挙
へ
移
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
台
湾
省
と
台
北
・
高
雄
両
直
轄
市
の
自
治
体

化
は
、
新
た
な
間
題
を
噴
出
さ
せ
た
。

　
ま
ず
第
一
は
、
地
方
自
治
の
充
実
要
求
で
あ
る
。
省
政
府
と
台
北
・
高
雄
の
行
政
院
直
轄
市
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
主
席
と
市

長
の
み
な
ら
ず
主
計
、
人
事
、
警
政
、
政
風
の
四
部
門
の
部
局
長
も
行
政
院
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
新
省
長
と
新

市
長
は
、
そ
れ
ら
部
局
長
の
任
命
権
を
求
め
た
。
日
本
の
人
事
院
に
あ
た
る
考
試
院
は
、
ひ
と
ま
ず
そ
れ
を
認
め
た
。
次
い
で
、
財

政
格
差
の
是
正
間
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宋
楚
喩
台
湾
省
長
は
、
例
え
ば
中
央
政
府
に
よ
る
台
北
市
へ
の
補
助
が
台
湾
省
の
四
〇

倍
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
著
し
い
格
差
の
改
善
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
中
央
政
府
た
る
国
府
の
統
治
権
の
実
効
的
区
域
と
台
湾
省
の
行
政
区
域
と
の
実
質
的
な
二
重
化
ー
台
湾
省
は
面
積
で

九
〇
％
以
上
、
人
口
で
約
八
○
％
を
占
め
る
　
　
の
解
消
を
求
め
る
動
き
で
あ
る
。
一
九
九
六
年
一
一
月
、
国
民
代
表
大
会
の
民
主

党
グ
ル
ー
プ
が
廃
省
推
進
連
盟
を
結
成
し
、
立
法
院
で
は
与
野
党
委
員
が
共
同
署
名
で
省
政
府
凍
結
案
を
立
法
院
に
提
出
し
た
。
省

政
府
を
廃
止
す
る
こ
と
は
、
中
国
か
ら
は
台
湾
の
独
立
化
と
受
け
と
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
後
者
の
方
向
が
現
実
的
と
考
え
ら

れ
て
い
た
。
こ
の
省
政
府
問
題
の
他
、
台
湾
が
直
面
し
て
い
る
諸
間
題
を
超
党
派
的
に
議
論
し
、
改
革
を
進
め
る
た
め
、
直
接
公
選
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で
選
出
さ
れ
た
李
総
統
は
諮
間
機
関
と
し
て
の
国
家
発
展
会
議
を
組
織
し
た
。
一
九
九
六
年
一
二
月
末
に
同
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
地
方
政
府
（
地
方
自
治
体
）
関
係
で
は
、
次
の
三
点
が
合
意
さ
れ
た
。
e
台
湾
省
の
権
限
と
組
織
の
簡
素
化
の
た
め
に
専

門
委
員
会
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
次
期
の
台
湾
省
長
と
省
議
会
議
員
の
選
挙
を
凍
結
す
る
。
⇔
郷
・
鎮
・
市
級
の
直
接
選
挙
を
や

め
、
そ
れ
ら
の
首
長
は
任
命
制
に
す
る
。
日
県
・
市
に
副
県
・
市
長
を
設
け
て
自
治
権
を
拡
大
す
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
に
反
発
し
た
宋
・
台
湾
省
長
や
副
省
長
ら
は
、
辞
職
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
、
受
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

一
九
九
七
年
に
入
っ
た
国
民
大
会
の
憲
法
改
正
論
議
の
中
で
、
省
政
府
、
特
に
台
湾
省
の
事
務
権
限
に
つ
い
て
は
簡
素
化
す
る
こ
と

に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
省
政
府
の
事
務
権
限
の
ほ
と
ん
ど
を
中
央
政
府
・
国
府
の
行
政
院
に
吸
収
す
る
一
方
、
省
政
府
は
い
わ
ば
県
・

市
へ
の
監
督
官
庁
化
す
る
。
つ
ま
り
、
省
長
と
省
議
会
議
員
は
一
九
九
八
年
の
任
期
満
了
を
も
っ
て
直
接
選
挙
を
停
止
し
、
残
存
せ

し
め
る
省
政
府
に
は
行
政
院
長
の
選
出
と
総
統
の
任
命
に
よ
り
九
名
の
省
委
員
（
そ
の
う
ち
一
人
を
省
政
府
主
席
と
す
る
）
を
置
く

と
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
そ
れ
を
制
度
化
し
た
一
九
九
九
年
の
地
方
制
度
法
以
降
、
省
政
府
は
地
方
自
治
体
の
性
格
を
全
く

失
い
、
逆
に
行
政
院
直
轄
の
台
北
・
高
雄
両
市
以
外
の
地
方
自
治
体
に
対
す
る
中
央
政
府
・
行
政
院
の
出
先
的
な
監
督
官
庁
へ
成
り

下
が
っ
た
と
い
え
よ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
中
央
政
府
・
行
政
院
に
は
内
務
省
な
い
し
自
治
省
に
相
当
す
る
内
政
部
が
存
在
す
る
ゆ
え
、

は
た
し
て
省
政
府
が
必
要
な
の
か
が
間
題
に
な
る
。
し
か
し
、
対
中
国
と
の
関
係
か
ら
す
れ
ば
、
や
は
り
名
存
実
亡
で
も
省
政
府
は

必
要
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
九
九
五
年
の
第
三
期
立
法
院
委
員
選
挙
で
は
、
国
民
党
が
過
半
数
を
制
し
た
も
の
の
、
与
野
党
の
伯
仲
と
な
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
次
年
度
の
正
副
総
統
選
挙
が
注
目
さ
れ
、
熱
気
を
帯
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。
結
果
は
、
国
民
党
の
現
総
統
・
李
登
輝
と
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副
総
統
候
補
の
連
戦
（
行
政
院
長
）
が
勝
利
し
た
。
こ
う
し
て
初
代
の
民
選
総
統
と
な
っ
た
李
登
輝
は
、
前
述
し
た
国
家
発
展
会
議

を
組
織
し
て
更
な
る
改
革
を
進
め
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
省
政
府
に
つ
い
て
は
前
述
の
よ
う
な
改
革
案
を
受
け
入
れ
た
地
方
制
度
法

を
制
定
し
た
も
の
の
、
郷
・
鎮
・
市
級
の
直
接
選
挙
停
止
は
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
基
層
選
挙
と
い
わ
れ
て
い
る
郷
・

鎮
・
市
級
の
選
挙
こ
そ
、
国
民
党
勢
力
の
い
わ
ば
草
の
根
の
役
割
を
は
た
し
て
き
た
か
ら
だ
と
い
え
る
。
実
際
、
一
九
九
八
年
の
統

一
基
層
選
挙
で
も
、
国
民
党
は
勝
利
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
国
民
党
の
草
の
根
を
打
破
す
る
た
め
に
、
民
進
党
は
台
湾
独
立
綱

領
を
変
更
し
て
二
〇
〇
〇
年
の
総
統
選
挙
に
臨
む
こ
と
に
し
た
。
他
方
、
国
民
党
は
、
李
登
輝
が
引
退
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
継
者

た
る
副
総
統
の
連
戦
派
と
旧
台
湾
省
長
の
宋
楚
楡
派
に
分
裂
し
た
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
旧
台
湾
市
長
職
に
あ
っ
た
民
進
党
の
陳

水
扁
が
、
第
二
代
の
民
選
総
統
に
当
選
し
た
の
で
あ
る
。
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三
、
陳
水
扁
政
権
期
の
地
方
自
治
改
革
課
題

　
陳
水
扁
政
権
下
で
は
、
地
方
自
治
制
度
に
関
す
る
大
き
な
改
革
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
一
因
は
、
李
登
輝
政
権
が
地
方
（
自

治
）
制
度
の
民
主
化
と
分
権
化
の
総
仕
上
げ
を
行
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
も
は
や
改
革
が
必
要
な
い
の
か
。
そ
う
で
は
な

い
。
李
政
権
で
の
改
革
は
、
従
来
の
枠
組
を
前
提
に
し
た
総
仕
上
げ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
陳
政
権
は
二
〇
一
〇
年
度
を
目

標
年
度
と
し
た
台
湾
社
会
の
発
展
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
を
推
進
・
実
現
す
る
た
め
に
「
政
府
改
造
」
に
も
着
手
す
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
た
め
、
政
府
改
造
の
諸
委
員
会
を
設
置
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
委
員
会
に
よ
る
改
革
案
の
答
申
を
受
け
て
改
革
へ
踏
み
出
す

こ
と
に
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
当
初
、
陳
政
権
で
大
き
な
制
度
改
革
を
み
な
か
っ
た
最
大
の
理
由
な
の
で
あ
る
。
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　　　　　表一1台湾の人口規模別自治体数と構成比

2002年

　　県

3

5

5

ig97年

合　計
（％）

46（14．6）

58（18．4）

44（13．9）

47（14．9）

30（9．5）

i4（4．4）

38（12．0）

13（4．1）

lI（3．5）

iI（3．5）

2（0．6）

1（0．3）

1（0．3）

院
轄
市

省
轄
市

県
轄
市

郷
・
鎮
・
市

人口規模

46

58

44

47

30

14

38

13

H

3

2

8

18316（100．0）2532277

1万未満

1～2万
2～3万
3～4万
4～5万
5～6万
6～10万

10～15万

15～25万

25～50万

50～100万

100～200万

200～300万

300万以上

合　 計

（注）張正修『憲法與行政法制』300～302頁などより作成。

　
諸
委
員
会
の
研
究
結
果
を
踏
え
た
改
革
案
は
、

二
〇
〇
三
年
末
に
公
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

「
政
府
改
造
」
の
柱
は
四
本
設
定
さ
れ
て
い
る
。
第

一
は
、
行
政
院
の
組
織
改
革
や
諸
組
織
間
の
調
整

な
ど
、
第
二
が
、
行
政
組
織
の
独
立
行
政
法
人
化

や
国
営
事
業
の
民
営
化
な
ど
、
第
三
が
、
中
央
・

地
方
関
係
の
改
革
、
第
四
が
、
公
務
員
制
度
の
改

革
、
で
あ
る
。
本
稿
と
関
係
す
る
の
は
、
い
う
ま

で
も
な
く
中
央
・
地
方
関
係
の
改
革
で
あ
る
が
、

そ
の
内
容
と
し
て
は
行
政
区
域
の
再
編
成
間
題
、

中
央
・
地
方
間
に
お
け
る
事
務
権
限
の
配
分
間
題
、

地
方
の
持
続
的
な
発
展
促
進
間
題
、
政
策
（
行
政
）

評
価
の
導
入
間
題
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
前
二
点
に
つ
い
て
ふ
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
ま
ず
第
一
に
、
行
政
区
域
の
再
編
成
間
題
で
あ

る
。
表
1
一
が
示
す
よ
う
に
県
は
一
八
県
あ
り
、
う
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ち
台
湾
省
一
六
県
、
福
建
省
の
金
門
・
連
江
二
県
（
と
も
に
人
口
六
万
未
満
）
だ
が
、
行
政
院
の
直
轄
市
（
院
轄
市
）
で
あ
る
台
北
・

高
雄
両
市
と
台
湾
省
の
直
轄
市
（
省
轄
市
）
で
あ
る
五
大
市
（
基
隆
・
新
竹
・
台
中
・
嘉
義
・
台
南
市
）
は
県
の
行
政
区
域
に
含
ま

れ
な
い
。
だ
か
ら
、
行
政
区
域
の
再
編
と
い
っ
て
も
、
県
轄
市
と
郷
・
鎮
・
市
が
対
象
と
な
る
。
そ
こ
で
院
轄
市
と
省
轄
市
は
も
ち

ろ
ん
、
県
轄
市
も
都
市
化
に
よ
り
年
々
人
口
増
加
す
る
一
方
、
郷
・
鎮
・
市
が
減
少
し
て
両
者
の
格
差
が
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
過
密
過
疎
化
の
進
行
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
一
方
で
は
大
都
市
間
題
－
例
え
ば
台
北
市
に
隣
接
す
る
県
轄
市
の
板
橋

市
は
現
在
、
人
口
が
五
〇
万
以
上
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
副
市
長
一
人
を
増
加
で
き
る
の
み
で
、
大
都
市
化
に
対
応
し
う
る
組

織
編
制
が
で
き
な
い
間
題
　
を
惹
起
さ
せ
る
反
面
、
郷
・
鎮
・
市
間
で
は
不
均
等
発
展
に
よ
る
経
済
格
差
や
公
共
施
設
の
建
設
・

整
備
に
お
け
る
不
均
衡
か
ら
地
方
政
治
の
劣
化
を
促
し
、
住
民
の
不
満
を
高
め
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
に
、
戦
後
の
郷
・
鎮
・
市
の

行
政
区
域
化
は
、
歴
史
的
な
伝
統
を
重
視
し
た
が
、
人
口
や
面
積
な
ど
の
条
件
を
配
慮
し
な
か
っ
た
た
め
、
都
市
化
と
と
も
に
行
政

区
域
と
し
て
の
不
適
切
性
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
諸
点
か
ら
、
台
湾
・
東
海
大
学
の
紀
俊
臣
教
授
は
、
行
政
区
域
の
全
面
的
な
調
整
　
　
新
設
・
分
割
・
合
併
・
廃

止
・
変
更
ー
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
、
日
本
で
も
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
特
別
法
に
よ
っ
て
推
進
し
て
い

る
よ
う
に
、
台
湾
で
も
区
域
調
整
に
は
特
別
法
で
実
行
し
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
と
提
言
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
特
に
郷
・
鎮
・
市
の

合
併
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
村
・
里
の
存
廃
や
、
既
に
国
家
発
展
会
議
で
提
案
さ
れ
て
い
た
郷
・
鎮
・
市
長
の
直
接
選
挙
を
廃
止
し

て
任
命
制
に
す
る
こ
と
も
含
め
た
郷
・
鎮
・
市
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
だ
と
す
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
抵
抗
や
障
害

も
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
時
代
は
、
国
家
の
未
来
を
切
り
拓
く
政
治
改
革
の
一
つ
と
し
て
、
行
政
区
域
の
全
面
的
な
再
編
成
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を
求
め
て
い
る
と
す
る
。

　
第
二
は
、
中
央
・
地
方
関
係
に
お
け
る
事
務
権
限
の
配
分
間
題
で
あ
る
。
確
か
に
、
中
華
民
国
憲
法
（
一
九
四
七
年
）
は
、
そ
の

第
一
〇
七
～
一
一
〇
条
で
中
央
・
国
府
の
立
法
・
執
行
事
項
、
そ
れ
の
省
・
県
へ
の
委
任
事
項
、
省
の
立
法
・
執
行
事
項
と
そ
れ
の

県
へ
の
委
任
事
項
、
県
の
立
法
・
執
行
事
項
を
列
挙
す
る
。
そ
し
て
、
地
方
制
度
法
（
一
九
九
九
年
）
も
、
直
轄
市
、
県
・
（
県
轄
）

市
、
郷
・
鎮
・
市
は
上
級
政
府
の
委
任
事
務
を
執
行
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
限
下
に
あ
る
自
治
事
務
が
何
た
る
か
を
列
挙

す
る
。
こ
う
し
た
も
と
で
中
央
・
地
方
間
の
事
務
権
限
の
配
分
間
題
が
生
ず
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
理
論
的
に
も
事
務
的
に
も
そ
の
区

分
が
き
わ
め
て
不
明
確
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、
事
務
権
限
の
配
分
間
題
は
、
地
方
自
治
制
度
と
い
う
器
に
と

ど
ま
ら
ず
地
方
自
治
の
内
実
に
か
か
わ
る
最
重
要
改
革
課
題
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
こ
の
間
題
点
に
関
し
て
は
、
台
湾
大
学
の
察
茂
寅
教
授
が
考
察
し
、
改
革
へ
の
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
改
革
提
言
は
、
以
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ブ
シ
デ
イ
ア
リ
テ
イ

の
よ
う
に
短
期
・
中
期
・
長
期
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
短
期
的
に
は
、
e
世
界
的
な
潮
流
と
な
っ
て
い
る
補
完
性
の
原
理
に
基
づ
く

基
礎
的
な
自
治
体
優
先
の
事
務
権
限
配
分
を
行
い
、
地
方
に
処
理
能
力
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
中
央
は
関
与
し
な
い
原
則
を
と
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
先
に
み
た
省
政
府
の
自
治
体
化
廃
止
に
伴
っ
て
省
政
府
か
ら
中
央
・
行
政
院
へ
移
管
し
た
事
務
に
つ
い
て
は

改
め
て
再
検
討
す
る
。
口
自
治
事
務
と
委
任
事
務
以
外
に
、
中
央
・
地
方
の
共
同
（
な
い
し
は
共
管
）
事
務
概
念
を
確
立
す
る
。
中

期
目
標
と
し
て
は
、
e
地
方
制
度
法
の
自
治
事
務
を
地
方
自
治
の
拡
大
強
化
を
図
る
方
向
で
解
釈
し
増
大
せ
し
め
る
一
方
、
口
委
任

事
務
を
制
限
す
る
原
則
を
明
確
に
す
る
。
長
期
目
標
と
し
て
は
、
行
政
院
の
も
と
に
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
右
の
よ
う
な
事
務
権

限
の
配
分
原
則
に
基
づ
い
て
個
別
の
法
律
を
検
討
し
、
法
改
正
案
を
答
申
す
る
。
さ
ら
に
、
察
教
授
は
、
中
央
・
地
方
間
の
係
争
処
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表一2各級政府の歳出総額比（％）

80～84年70～79年60～69年

55．2

14．9

9．1

2．5

14．3

4．3

55．5

15．i

8．8

3．O

l3．0

4．6

60．8

12．8

7．0

2．4

14．9

3．8

試
中央政府

台湾省
台北市

市雄高

各県市
各郷鎮市
（注）張正修「憲法與行政法制』298頁の表二より。

理
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
考
究
し
、
中
立
的
（
第
三
者
的
）
な
係
争
処
理
委
員
会
の
創

設
や
行
政
訴
訟
制
度
の
改
正
（
機
関
訴
訟
制
の
導
入
）
な
ど
を
提
言
し
て
い
る
。
以
上

の
よ
う
な
諸
点
に
は
、
世
界
的
な
分
権
改
革
の
潮
流
と
あ
わ
せ
、
日
本
の
世
紀
末
の
分

権
改
革
に
対
す
る
か
な
り
の
眼
配
り
が
う
か
が
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
二
点
は
、
陳
政
権
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
「
政
府
改
造
」
の
中
央
・
地
方

関
係
の
改
革
に
と
り
き
わ
め
て
重
要
な
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
に
付

随
す
る
と
も
い
え
る
改
革
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
一
に
、
中
央
・
地

方
間
に
お
け
る
事
務
権
限
の
配
分
間
題
に
か
か
わ
る
税
財
源
間
題
で
あ
る
。
表
ー
二
は
各

級
政
府
の
歳
出
総
額
比
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
地
方
が
い
か
に
中
央
政
府
の
国
府
へ
財
政

的
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
か
を
示
唆
す
る
。
現
在
、
「
政
府
改
造
」
に
お
い
て
は
、
税

財
源
の
配
分
間
題
そ
れ
自
体
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
、
事
務
権
限
の
配

分
に
お
け
る
分
権
化
が
具
現
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
税
財
源
の
再
配
分
が
最
大
課
題
と

な
る
こ
と
は
、
日
本
の
例
を
み
る
ま
で
も
な
く
必
定
で
あ
る
。
第
二
は
、
「
黒
金
権
三
合
」
、

す
な
わ
ち
暴
力
団
組
織
と
地
方
権
力
（
首
長
・
議
員
）
と
の
選
挙
を
媒
介
に
し
た
金
銭

な
ど
の
癒
着
間
題
で
あ
る
。
近
年
（
二
〇
〇
二
年
末
）
に
は
、
高
雄
市
会
議
員
選
挙
後

の
市
議
会
議
長
選
で
こ
の
種
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
国
民
党
と
民
進
党
の
両
党
を
揺
る
が

186



し
た
。
し
か
し
、
基
層
選
挙
と
い
わ
れ
る
郷
・
鎮
・
市
の
首
長
と
代
表
会
代
表
の
直
接
公
選
こ
そ
が
、
か
か
る
癒
着
を
構
造
化
し
て

き
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
病
根
を
治
癒
す
る
の
は
容
易
で
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
の
改
善
な
く
し
て

は
、
台
湾
の
地
方
自
治
の
発
展
は
あ
り
え
な
い
。
だ
か
ら
、
陳
水
扁
自
身
が
こ
の
撲
滅
を
公
約
し
、
行
政
院
・
内
務
部
の
選
挙
管
理

委
員
会
が
先
頭
に
立
っ
て
腐
敗
選
挙
の
追
放
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
き
た
の
だ
が
、
い
ず
こ
も
同
じ
く
そ
れ
だ
け
で
は
間
題
の
解

決
に
は
な
か
な
か
至
ら
な
い
。
こ
こ
に
、
実
は
郷
・
鎮
・
市
の
首
長
を
直
接
公
選
か
ら
任
命
制
に
改
変
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う

意
見
の
背
景
が
あ
る
よ
う
だ
。
さ
ら
に
、
こ
の
構
造
的
な
間
題
の
改
善
に
は
、
地
方
選
挙
制
度
の
改
革
や
公
民
教
育
の
重
視
な
ど
も

提
案
さ
れ
て
い
る
。

む
す
び
に

東洋法学
　
以
上
の
よ
う
な
陳
水
扁
政
権
に
お
け
る
地
方
自
治
の
改
革
課
題
に
関
す
る
状
況
は
、
冒
頭
で
記
し
た
よ
う
に
二
〇
〇
三
年
二
月
の

台
湾
調
査
時
点
の
も
の
で
あ
る
。
調
査
時
は
、
総
統
選
挙
の
終
盤
戦
に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
。
世
間
で
は
、
民
進
党
の
陳
水
扁
・
現

職
候
補
が
か
な
り
苦
戦
を
強
い
ら
れ
、
前
回
敗
北
し
た
国
民
党
の
連
戦
候
補
の
当
選
も
あ
り
う
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
も
か

な
り
強
く
見
ら
れ
た
。
結
果
は
、
投
票
日
の
前
日
に
お
け
る
暴
漢
の
陳
候
補
狙
撃
事
件
に
始
ま
り
、
開
票
結
果
に
対
す
る
連
候
補
支

持
者
の
異
議
申
立
て
デ
モ
な
ど
の
混
乱
を
み
な
が
ら
、
陳
候
補
の
辛
勝
と
な
っ
た
。

　
か
く
し
て
、
陳
水
扁
政
権
は
第
二
期
目
に
入
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
「
政
府
改
造
」
課
題
は
ど
の
よ
う
に
実
施
レ

ベ
ル
ヘ
移
さ
れ
、
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
点
は
、
日
本
に
い
て
は
な
か
な
か
見
え
に
く
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
学

187



台湾の地方自治制度

術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
一
連
の
海
外
調
査
（
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
調
査
）
1
次
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
予
定
し
て
い
る
ー
を

ひ
と
ま
ず
終
え
た
後
、
そ
の
全
体
的
な
ま
と
め
の
た
め
に
も
、
再
度
、
台
湾
調
査
へ
赴
き
、
改
革
課
題
の
具
現
化
状
況
な
ど
を
把
握

す
る
こ
と
に
し
た
い
。

〔
参
考
文
献
・
資
料
〕

・
戴
國
輝
『
台
湾
－
人
間
・
歴
史
・
心
性
1
』
岩
波
新
書
、
一
九
八
八
年
。

・
若
林
正
丈
『
台
湾
－
分
裂
国
家
と
民
主
化
1
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
。

・
張
茂
森
『
台
湾
二
千
万
人
の
選
択
』
面
影
橋
出
版
、
一
九
九
三
年
。

・
田
弘
茂
、
中
川
昌
郎
訳
『
台
湾
の
政
治
』
サ
イ
マ
ル
出
版
、
一
九
九
四
年
。

・
読
売
新
聞
社
台
湾
取
材
団
『
台
湾
は
ど
こ
へ
行
く
か
』
亜
紀
書
房
、
一
九
九
五
年
。

・
察
啓
清
「
台
湾
の
地
方
自
治
制
度
」
『
月
刊
自
治
研
』
第
四
二
五
号
、
一
九
九
五
年
二
月
。

・
川
瀬
光
義
『
台
湾
・
韓
国
の
地
方
財
政
』
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
六
年
。

・
喜
安
幸
夫
『
台
湾
の
歴
史
』
原
書
房
、
一
九
九
七
年
。

・
若
林
正
丈
『
蒋
経
国
と
李
登
輝
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
。

・
陳
明
通
、
若
林
正
丈
訳
『
台
湾
現
代
政
治
と
派
閥
主
義
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
九
八
年
。

・
李
登
輝
『
台
湾
の
主
張
』
P
H
P
研
究
所
、
一
九
九
九
年
。

・
陳
水
扁
、
及
川
・
他
訳
『
台
湾
の
子
』
毎
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
〇
年
。

・
岩
崎
育
夫
『
ア
ジ
ア
政
治
を
見
る
眼
1
開
発
独
裁
か
ら
市
民
社
会
へ
ー
』
中
公
新
書
、
二
〇
〇
一
年
。

・
中
川
昌
郎
『
李
登
輝
か
ら
陳
水
扁
・
台
湾
の
動
向
一
九
九
五
～
二
〇
〇
二
』
財
団
法
人
交
流
協
会
、
二
〇
〇
三
年
。

・
本
田
善
彦
『
台
湾
総
統
列
伝
』
中
公
新
書
、
二
〇
〇
四
年
。
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・
萩
野
・
畑
・
畑
中
編
『
ア
ジ
ア
憲
法
集
』
明
石
書
店
、
二
〇
〇
四
年
。

・
行
政
院
主
計
庭
『
中
華
民
国
統
計
地
区
標
準
分
類
』
一
九
九
三
年
。

・
林
国
勝
・
蘇
文
華
編
『
地
方
自
治
法
』
台
北
市
政
府
法
規
委
員
会
、
二
〇
〇
一
年
。

・
政
府
改
造
委
員
会
政
府
架
構
研
究
分
組
『
中
央
與
地
方
彩
伴
関
係
之
改
造
方
策
－
研
究
資
料
彙
編
』
二
〇
〇
二
年
。

・
行
政
院
内
務
部
編
『
地
方
制
度
法
規
彙
編
』
二
〇
〇
三
年
。

・
内
政
部
統
計
庭
『
内
政
概
要
－
中
華
民
国
九
十
二
年
』
二
〇
〇
三
年
。

・
林
嘉
誠
・
総
編
集
『
政
府
改
造
』
行
政
院
研
究
発
展
考
核
委
員
会
、
二
〇
〇
三
年
。

・
「
台
湾
地
方
政
治
変
遷
」
国
際
学
術
研
討
論
文
集
編
輯
委
『
台
湾
地
方
政
治
変
遷
』
国
立
台
湾
師
範
大
学
政
治
学
研
究
所
・
国
立
国
父
記
念
館
、

二
〇
〇
三
年
。

・
張
正
修
『
憲
法
與
行
政
法
制
』
一
橋
出
版
、
二
〇
〇
三
年
。

な
お
、
原
著
書
・
資
料
に
お
け
る
不
明
点
な
ど
の
理
解
に
当
っ
て
は
、
本
学
の
法
学
部
教
授
で
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
台
湾
地
域
リ
ー
ダ
ー
で

あ
る
後
藤
武
秀
氏
よ
り
厚
い
支
援
と
示
唆
を
い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
本
文
の
記
述
に
つ
い
て
は
一

切
筆
者
に
責
が
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

※
本
研
究
は
、
平
成
一
四
年
文
部
科
学
省
「
私
立
大
学
学
術
研
究
高
度
化
推
進
事
業
」
に
係
わ
る
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
拠
点
に
よ
る
共
同
研

究
「
束
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
み
る
経
済
発
展
と
都
市
化
に
よ
る
伝
統
文
化
の
変
容
－
大
都
市
・
地
方
都
市
・
農
村
の
比
較
1
」

　
〔
拠
点
・
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
（
旧
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
）
〕
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

東洋法学
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